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１．はじめに 

 地すべり現場において，また，施工中 
の安全管理の手法として伸縮計による警 
報を出すというケースがあるが，今まで 
の伸縮計では，警報機器を設置するまで 
費用や時間がかかるだけでなく，リアル 
タイムで見ることができなかったり，用 
紙交換が面倒だったりということが何度 
もあった。本発表においては，無線でデ 
ータを転送する伸縮計を用い，この問題 
を解決した事例を紹介する。 

 

２．遠隔場所における観測例 

１）現場の特徴 
・１４段ある法面の中央付近の約７段が 
崩落，最下部には幅約４ｍの川が流れて 
おり，発注者事務所から車で１時間，当 
社からも２時間半と遠く，常時観測する 
の難しい場所である。また，近くには民 
家が点在するが，携帯電話が入らない地 
域である。 
２）この現場で用いたシステム 
・無線式伸縮計にてすべり頭部ですべり移動 
を計測（S-1，S-2）し，河川際で河川の土砂 
流入を検知（S-3）した。 
・S-1，S-2は時間４ｍｍ，S-3は累積１０ｍｍ 
でサイレン，回転灯が作動し，担当者の電話へ 
の自動通報を行う。また，無線式伸縮計のデー 
タは発注者の事務所へリアルタイムに近い形で 
転送する。 
最終的に考えたシステムを図－１に示す。 
３）まとめ 
この現場では，警報が発生した場合の誤作動 
かどうかの確認は転送された観測データを見る 
ことで対応が取り易かった。今回は，ＦＴＰと 
いうソフトウェア（フリーソフトウェア）を使 
用したが，設定に若干知識が必要だった。しか 
し，一回設定してしまえば，特に面倒なことは 
なく，有効な手段であった。また，今回は使用 
しなかったが，現場事務所のコンピュータを遠 
隔地で操作するようなソフトウェアを使えば， 
遠隔の場所においてもリアルタイムでデータ観 
測が可能である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図－１ 遠隔地においての観測 
 

３．複数台数の伸縮計設置例 

１）現場の特徴 
・島根県内においても有名な地すべり地帯で，こ 
の現場では，観測ではなく施工管理に利用する。 
・施工場所が広域にわたり分散しており，観測は 
８ヵ所で行う。 
２）この現場で用いたシステム 
・時間４ｍｍ，累積１０ｍｍにて警報を出力。 
・警報用配線は，施工重機の往来の邪魔にならな 
いこと。 
・観測地域が広大な敷地の中に複数点在する為， 
効率よく観測，保守，警報を行えるようにする。 
・施工現場においては，他の電波の邪魔にならな 
いことまたは影響を受けないことが必要。 
施工工事の邪魔にならないとうい条件から１つの

受信機で最大１０台の観測機を管理できる無線式

伸縮計を利用した。（図－２参照） 
３）まとめ 
 広範囲に複数台の観測器が点在している場合， 
このような観測機を利用すると観測や保守の手間

がかなり省ける。受信データを１ヵ所で見られる 
ことは管理上も効率的である。本現場のように電 
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波が１ヵ所ですべて受信できる場合は良いが，で 
きないような場合，中継器などがあれば更に使い 
勝手が広がると思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－２ １台の受信機で複数の観測機を管理 

 
４．河川水位計測例 

１）現場の特徴 
・地すべり後の対策として，崩れた部分を上部よ 
り切り取り施工を行う為，施工管理に利用する。 
・地すべりの土塊先端は，河川を閉塞する可能性 
がある。また，この現場では，すでに無線式伸 
縮計を利用し，観測，警報システムが確立され 
ている。（図－３参照） 
２）この現場で必要とされた条件 
・河川閉塞（水位上昇）があった場合，水位が１ 
ｍ６０ｃｍ上昇したら警報を出力する。また， 
警報用配線は，施工重機の往来の邪魔にならな 
いこと。 
３）システム説明 
・水位観測と地すべり観測の２種類が存在する為，

すでに設置してある伸縮計及び警報システムを

活かしたい。 
・施工現場においては，他の電波の邪魔にならな 
いことまたは影響を受けないことが必要。 
・以上を検討した結果，図－４及び写真－１のよ 
うに無線式伸縮計を水位計として利用すること

を思い立った。この方法だと伸縮計の受信機や 
警報システムをそのまま使うことが可能である。 
４）まとめ 
 間隙水圧計とのデータ比較から考えるとこのよ

うに水位計として利用した場合の精度は約１ｃｍ

程度と考えられる。但し今回の目的は河川閉塞時 

に警報を出すという意味から１０ｃｍの誤差は問

題ないとのことであり，特に大きな問題ではなか 
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 警報システムの概略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－４ 伸縮計を水位計として使う為の仕組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－１ 改造した水位計 
 
５．終わりに 

当社においては，積極的に無線式伸縮計を利用して

いる。当初は導入コストが高いことから従来式の伸縮

計を用いていたが，警報システムとして組み入れたり，

デジタルデータを活かし，遠隔での観測ができる点，

また耐久性や運用コスト面を長期で考えると決して高

いものではない。特に緊急性を要する場合や危険な現

場においては非常に役に立つ。また，今回紹介した水

位計代わりに使うなど自分たちで工夫することで利用

頻度，利用価値が高めることができたのではないかと

思う。 




